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３
月
半
ば
に
な
り
、
日
一
日
と
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

春
の
花
と
い
え
ば
桜
。
長
い
冬
が
よ
う
や
く
終
わ
り
、
少
し
ず
つ
暖
か

く
な
っ
て
き
た
頃
に
咲
く
桜
は
、
私
達
に
明
る
い
春
の
到
来
を
告
げ
る
花

で
す
。
ま
た
数
あ
る
花
の
中
で
桜
ほ
ど
昔
か
ら
日
本
人
に
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
、
賞
さ
れ
て
き
た
花
は
他
に
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

全
国
各
地
に
多
く
の
桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す
が
、
猪
名
川
町
も
負
け
て

は
い
ま
せ
ん
。
今
回
は
町
内
の
お
花
見
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

町内で唯一さくらの名が付いた公園。その名のとおりソメ

イヨシノ、シダレザクラ、ヤマザクラ、ヤエザクラ、サトザ

クラなど2 2 7本の桜があります。品種によって桜の開花時期が

異なるので、長い間桜が楽しめる公園です。桜の時期は平日

でも、お弁当を広げる人の姿が多く見られます。

この公園では毎年、白金自治会による「さくら祭り」が行

われています。白金自治会長の増崎昭夫さんより「今年は４

月1 3日(土)、午前1 0時3 0分から開催します。模疑店やフリーマ

ーケットも出店します。桜を鑑賞しながら楽しい一日を過ご

されてはいかがでしょう。白金自治会以外の人でも、ぜひお

越しください。お待ちしています。」とお話しいただきました。

昭和58年、公園に14本、

公園に続く遊歩道に1 0 0

本以上のソメイヨシノが

植えられました。木が大

きくなり見ごたえがあり

ます。

屏風岩に桜が映え、まるで絵を見ているのようです。

ソメイヨシノ1 0 4本､ヤマザクラなど5 6本が

植えられています。お弁当を持ってのんびり

するにはもってこいの場所です。

ソメイヨシノ5 5本、ヤマザクラ4 5本が植え

られ、遊具、グランドもあり散歩に最適。

昭和4 8年、変電所ができた時、ソメイヨ

シノをはじめ約4 0 0本の桜が植えられまし

た。猪名川変電所木村所長は「見頃は、毎

年都心部より１週間ほど遅いようです。山

あいに咲き誇る満開の桜は見ごたえがあり

ます。」と話されていました。

昭和4 8年にシダレザクラ、ソメイヨシノ、

ボタンザクラが500本～550本植えられました。

県道からスポーツ施設へ向かう道沿いにソ

メイヨシノが続きます。

約200本のソメイヨシノが植えられています。

道路の両側に4 5 0本、原川の松

尾台側の土手に1 5 0本のソメイヨ

シノが植えられています。松尾

台在住の山崎祥子（写真左）さ

ん、岡島恵さん（写真右）から

お話しを伺いました。「この土手

は桜と一緒にツバキも楽しめる

んですよ。子どもが小さい頃、

シートを敷いてお花見をしたも

のです。今では懐かしい思い出

です。ここは本当に素晴らしい

桜並木で、毎年とても楽しみに

しています。」とお二人の言葉。

�
猪
名
川
変
電
所
の
周
り
を
薄
紅
色
に
染
め
る
見
事
な
桜

町
内
に
は
桜
の
美
し
い
所
が
数
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
代
表
的

な
所
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。取

材
を
し
た
時
期
は
２
月
と
ま
だ
寒

く
、
桜
の
木
も
寒
々
し
い
感
じ
で
し
た

が
、
も
う
２
週
間
も
す
る
と
つ
ぼ
み
が

ふ
く
ら
み
、
花
が
咲
き
始
め
ま
す
。
自

然
の
営
み
の
大
き
な
力
を
感
じ
ま
す
。

今
年
の
開
花
予
想
は
平
年
よ
り
１
週

間
ほ
ど
早
い
と
の
予
想
が
出
て
い
ま
す
。

春
は
も
う
す
ぐ
。
今
年
は
広
報
を
片
手

に
町
内
の
桜
巡
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
話

日
本
の
桜
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
、
マ
メ
ザ

ク
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、
３
０
０
品
種
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
昔
は
桜
と
言
え
ば
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

現
在
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
江
戸
時
代
末
期
に
、
江
戸
染
井
村
（
現
在
の
東
京
都

豊
島
区
駒
込
）
の
植
木
屋
に
よ
っ
て
野
生
種
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
と
オ

オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
交
配
さ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
初
め
は
見
事
な
桜

の
代
名
詞
と
し
て
「
吉
野
桜
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
有
名
な
奈
良

の
吉
野
の
桜
と
区
別
す
る
た
め
に
、
誕
生
地
の
染
井
の
名
を
加
え
て
「
染

井
吉
野
」
と
名
付
け
ら
た
と
か
。
花
が
葉
に
先
立
っ
て
咲
き
、
花
つ
き
が

よ
く
、
成
長
が
早
い
た
め
明
治
に
な
っ
て
か
ら
全
国
に
広
ま
り
現
在
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。


